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はじめに

インターネットの発達により，ネットワークを活
用した遠隔学習が活発になっている。

特に電子掲示板とテレビ電話での遠隔学習は
多く実践されてきた。
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電子掲示板を利用した遠隔学習①

堀田（２０００）

電子掲示板を利用して、児童８００人が参加
する遠隔協同学習を行った。

非同期型の交流なので時間的制約がないた
めに時間にゆとりをもって学習を進めることが
できた。
ただ非同期型であるために相手が見えにくく、
孤独感をもちやすくなったり、学習に行き詰ま
ったときの解決が困難であったりするという課
題があった。
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電子掲示板を利用した遠隔学習②

宮城ら（2000）
岩手県と沖縄県の小学校を電子掲示板で接
続し、グループごとに双方向で話し合いなが
ら学習した。

各グループで、コミュニケーションをとりながら学
習テーマについての学習をすることができた。

しかし、実際にどんなコミュニケーションを取り合っ
ていたのかは明らにされていない。学習者の変容
についても詳細な分析はされていない。
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テレビ電話を利用した遠隔学習

沢井ら（1999）
学校間で小学校４年生の教室をテレビ電話
でつなぎ、「ごみ問題」の学習を行った。

同じ問題を抱えている地域の学校間だったた
め、地域課題について追究したり、協同した
取り組みへと展開したりすることができた。

１学級２５名を超える学級同士だったため、発
表ができない子どもの中には興味や意欲を
減退した児童も現れるという課題があった。
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テレビ電話を利用した遠隔学習の課題

テレビ電話では，コミュニティが代表者だけの
ために代表者でない外側の学習者との会話
ができないという短所がある。

外側の学習者が会話できないのは，映像と音
声がオンラインでつながっているために代表
者を邪魔してしまうことへの不安が原因であ
ると考えられる。
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テレビ電話は「話しにくい」

原田(1993)は，同期型対話の中で，「テレビ
電話」は対面対話に比べて「話しにくい」という
評価がなされたのに対して，「テキスト対話」
では対面対話よりも「話しやすい」という評価
がされたことを明らかにした。

その要因について，松尾(1999)は，テレビ電
話は中途半端な視覚情報しか与えられない
ので相手の情報が把握できないのではない
かと述べている。
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本実践では
電子掲示板とテレビ電話を活用した遠隔学習の課
題を解決するために「テキスト対話」を同期型で可能
にする同期型CSCL（Kneading Board：略称，ＫＢ)
を導入する。

ＫＢを利用する
ことで、簡単に、
遠隔地のグル
ープと同期型で
コメントを書いた
り、写真を入れ
たりすることが
できる。



9

ＫＢのインターフェイス
他ユーザが
編集中のラベル

自分の
マウスカーソル

他ユーザの名前付き
マウスカーソル

ライブ感を味わいながら同
期型で交流ができる。

自分で自由にラベ
ルや写真を貼り付け
ることができる。
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研究の目的

ＫＢを導入することで，学習者の心理的距離感がど
のように変容していくのかを新潟県の小学校の学
習者の学習中の様子や質問紙調査から明らかに
することを本研究の目的とした。

分析するための「心理的距離感」について，吉井
(1993）は「学習者同士が物理的に離れていたとき

に感じる相手との心理的距離」と定義しているので，
本研究でもその定義を用いることにした。
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調査の対象

調査の対象は，新潟県Ｋ小学校の５学年
１学級（35人）。

遠隔学習の相手は茨城県Ｙ小学校の５学
年１学級（21人）。

各学級とも６班に分け、各班ごとに同期型、
あるいは非同期型で交流を行った。

実践は平成19年１月～３月に行った。
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調査方法

記録は各班に設置したボイスレコーダー及び
教室に設置した３台のビデオカメラで行った。
各班のコンピュータ画面は３０秒おきにキャプ
チャー記録した。

この記録に加え，児童が記入したワークシー
トや各学習終了後に行った質問紙調査も分
析の対象とした。
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日本一の豪雪地帯にある小学校と太平洋が見える小学校

茨城県Ｙ小学校新潟県Ｋ小学校

２つの学校を
KBでつなぐ
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本実践(小学校５年社会科「雪国のくらし」)の流れ
＜雪国（新潟県Ｋ小学校）のプラン＞

第０次 「自己紹介」をしよう。（非同期）
・ＫＢに自己紹介をする。各学級とも６班で学習を行い，各班１台のコンピュータを利用して非
同期で交流をする。

第１次 「雪国のくらし」のクイズを考えよう。（非同期）
①「雪国の暮らし」について，班ごとに実際に地域に出て調べ雪国ならではの「生活の知恵」
や「施設の工夫」をまと めていく。

②まとめたことを効果的に茨城県の小学校５年生に伝えるために，班ごとでデジタルカメラの
映像や，インタビューで わかったキーワードを使いながらＫＢ上に「雪国のくらしクイズ」を作
成する。

第２次 クイズ「雪国のくらし」で交流しよう。（同期）
③④KBを使って，班ごとにクイズ「雪国のくらし」で新潟県と茨城県の交流を行う。各学級とも

６班で学習を行い，各班１台のコンピュータを利用して同期で交流をする。

第３次 「生活や遊び」で交流しよう。（同期）
⑤⑥茨城の子どもたちが感じた「雪国の暮らし」の疑問や遊びについてKBで自由交流する。

各学級とも６班で学習を行い，各班１台のコンピュータを利用して同期で交流。

第４次 「雪国のくらし」についてまとめよう。（非同期）
⑦茨城県の小学生が交流を通してまとめた「雪国新聞」と「Ｙ小ニュース」（KB利用）を読んで

感想をＫＢに書く。自分たちの学習をふり返る。

全ての時間でＫＢ
を利用して遠隔学
習を行う。
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第１次

自己紹介（非同期）

班ごとにシートを作り写真を貼り
付け、簡単な自己紹介を行った。
新潟県Ｋ小学校がまず作成し、
その後、茨城県Ｙ小学校が書き
込んだ。

新潟県Ｋ小

茨城県Ｙ小
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第１次 自己紹介後の心理的距離感
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「心理的距離感」は、質問紙調査結果をもとに平均値を算出した。
質問「相手の小学校の友だちとは、気持ちの上でどれくらいの

距離だと思いますか」
※１０段階評価（１０が「とっても近い」１が「とっても遠い」）

第１次の

平均値は４．３

標準偏差は2.41

人

←距離感が遠い 距離感が近い→



17

第２次

雪国クイズでの交流（同期）
新潟県Ｋ小学校の
児童たちが作成し
た雪国ならではの
ものをクイズ形式
で当てていくもの。

新潟県Ｋ小からのクイズ

茨城県Ｙ小が答えて
いく
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ヒントを出し、内容のある交流を進めていく

ヒント

ヒント

ヒント

クイズ問題

解答１

解答２

正解！
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わかりにくい時は、写真でヒントを出す

クイズ問題

解答１

解答２

ヒント１

ヒント２



20

雪国クイズ（第２次）の最終ＫＢ画面（６班）

４５分間でどの学習者も意見を
楽しく言い合ってたくさん書き
込んでいる様子がわかる。



21

事例１ 第２次 新潟４班

4B-1 「これがあると便利ですか。いつ使いますか」
だって。

4E-1 命にかかわります。
4C-1 ねえ，みんなで考えよう。
4F-1 いつ使うんですか。（の答えは）冬です。
4C-2 Ｙ小（の動き）が止まっている。あっ書いてきた。

「もう少しヒントください」だって。
4E-2 ピロティーには雪がありません。

協同で学習しようと
いう学習者の意識。

リアルタイムでの交流し
ている。

班全員できちんとしたコミュニケーションをとっている。



22

第２次 雪国クイズ（同期）後の距離感
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同期型の学習を行うことにより、心理的距離感が
縮まる。

・「会ったことがないのに、前から友だちのように感じたし、一緒に勉
強していると思った。」

・「やりとりをしていて、本当に話しているような気がした」

・「たくさん言葉を書いたから」

平均値は６．６

標準偏差は1.35

人

←距離感が遠い 距離感が近い→
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第３次

生活や遊びの交流（同期）

第２次で茨城県Ｙ小学校の
児童が感じた雪国の生活の
疑問や遊びに関する質問を
もとに交流をする。

茨城県Ｙ小が質問を書く

これらの質問に新潟県Ｋ小
の子どもたちが答えていく。
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ＫＢは楽しい！相手が近い！

それぞれの班が
個々に活発な交流
をしていた。
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第３次 生活や遊びの交流（同期）後の距離感

第２次の学習よりも、さらに心理的距離感が縮まる。

・「前よりも雪国のことを知ってもらった感じがした。」

・「この前と違って、くわしい質問をしたり、されたりしたから。」

・「いろいろなやりとりをしたから。」

平均値は８．１

標準偏差は
1.380

2
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人

←距離感が遠い 距離感が近い→
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第４次

「雪国新聞」を見る（非同期）

新潟県Ｋ小学校との交流
をもとに、雪国新聞をコ
ンピュータで作成する。

雪国新聞を見る。

新潟県Ｋ小茨城県Ｙ小
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第４次

「Ｙ小ニュース」を見る（非同期）

茨城県Ｙ小が地域の様
子を伝えた「Ｙ小ニュー
ス」をＫＢで作成する。

「Ｙ小ニュース」を見
て感想をＫＢに書き
込む。

新潟県Ｋ小
矢田部小
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「Ｙ小ニュース」を見た後の全体画面（５班＆６班）

全員が感想を書く。

交流が楽しかった
様子がわかる。
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第４次 「雪国新聞」（非同期）後の距離感

同期型の第３次と比べて心理的距離感が低下し
ている。

・「教えたことをわかってもらえてもらえたから。」

・「声が聞けたので話をしている感じがした。」

・「直接パソコンで話をしていないから。」
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平均値は７．３

標準偏差は1.39

人

←距離感が遠い 距離感が近い→
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「心理的距離感」の推移
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事例２ 第２次 ６班
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事例２ 第２次 新潟６班

6B-1 ねえ，「よくわかりません。４文字くらいヒントください」

ってもうわかっちゃうじゃん。
6A-1 えっ，どこに書いてあるの↑

「よくわかりません。４文字くらいヒントください」
はいはい。じゃあこれを新しく書き換えて。

6C-1 ロ，ロ，
6A-2 クロス（ラベルをク○○からクロスに書き換える）
6C-2 で，最後はリー
6A-3 まって，○が一つ足りない。クロスカントリースキー。

相手を意識して活
動している。

相手を意識して活
動している。
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事例２のＫＢ画面

クイズ形式でどんどんと書き込んでいる
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事例２ 第２次 ６班つづき

6C-3 「リー」は（ラベルに）打った方がいい。
6A-4 （ラベルを）置く場所がなくなってきました。

どれか（ラベルを）消したいです。あっ，来た。
6D-1 こたえ。クロス//
6C-4 //ワードリースキー↑
6D-2 わぁ↑
6E-1 クロスワードリースキー。おもしれぇ↑
6C-5 ちがいまぁす。
6F-1 ファイナルアンサー，って打って，ファイナルアンサーって。
6B-2 本当にクロカン（クロスカントリースキーの略語）

知らないんだぁ。

リアルタイムで相手
を把握している。

リアルタイムで相手
を把握している。

班全員できちんとしたコミュニケーションをとって、遠隔地の
相手と交流をしている。
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６班 第３次では

一問一答式

自由な交流
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シートの空いているスペースで自由な交流

一方で私語の会話
がはじまっている

距離感がかなり
近くなっている！

空いているスペースを有効に使いながら，
チャットのような自由な交流をしている。
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実践後の学習者の感想（新潟県Ｋ小学校）

いろんな意見を出して理解してもらえてよかったです。
クイズにほぼ正解していたＹ小はすごいなあと思い
ました。

たくさん交流してアーケードや積雪計など、この町に
は普通にあるけれどＹ小学校の人たちから見れば
めずらしい物なんだなあと思いました。ＫＢの交流は
楽しかったです。

Ｙ小学校にとても雪国のことが知ってもらえてよかっ
たし、雪国は不便だけど、とても工夫していることが
改めてよくわかりました。とてもいい勉強になりまし
た。

相手を意識して活動

相手との意識の違いを認識

雪国のよさを再発見
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まとめ

ＫＢを遠隔地学習に導入することで，遠隔地の学習
者と感じる「心理的距離」は縮まり，非同期型の交流
よりも同期型の交流の方が「心理的距離感」は縮ま
っていた。ＫＢは遠隔地の相手と交流するツールとし
て有効に利用されていた。

同期型で交流する際は，遠隔地の学習者の反応を
リアルタイムで把握することで，班の話し合いが活発
に行われ，学習者は心理的距離感を縮めていった。

一問一答という枠にとらわれない自由な交流もする
ことで学習者はさらに心理的距離感を縮めた可能性
がある。
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今後の課題

本研究では，「心理的距離感」についての分
析を行ってきたが，さらにその変容の要因に
ついて詳しく調べる必要がある。
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本実践で用いた質問紙調査の項目

①茨城県Ｙ小学校の友だちとは、気持ちの上でどれくら
い距離だと思いますか。

②茨城県Ｙ小学校の友だちに、自分たちの活動の様子
が伝わったと思いますか。

③コンピュータの向こうにいる茨城県Ｙ小学校の友だち
の様子が予想できますか。

心理的距離感

自己呈示の達成感

相手の把握

それぞれの要因がどのように心理的距離感に影響を
及ぼしているのか，詳細に調べていきたい。
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ご清聴ありがとうございました。
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質問紙調査による心理的距離感と各要因の推移
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値

心理的距離感

自己呈示達成感

相手の把握

「自己呈示達成感」がどのように「心理的距離感」に影
響を及ぼしているのかを詳細に分析する必要がある。

自己呈示達成感だけ推移の
動きが違う
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